
（別紙４）

～ R8年　２月　２８日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ R8年　２月　２８日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ R8年　２月　２８日

（対象数） 1 （回答数） 1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者の意向をまめに確認しながら、訪問のタイミング

を逃さないようにしたい。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

現存の職員に研修などでスキルアップを図っていく。教

具教材も乏しいので揃えて活用していきたい。保護者様

には、訪問時のお子様の様子だけ伝えがちだったので訪

問先への配慮もどの様にしているか伝えていきたい。自

己評価の結果がHP上に掲載されていることを新入生に

伝えていなかったので、周知していく。

2

3

言語聴覚士や作業療法士などの職種を雇用していないの

で、専門的な助言ができていない。

法人の財政上専門職を雇用するのは難しいので、保育所

等訪問の休所も検討中。

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年３月４日

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること

事業所内に保護者スタッフが勤務しているので保護者目

線での不安感が理解でき、説明もわかりやすく出来るこ

と。

訪問先の負担が大きくなりすぎないよう、また学校・保

護者・事業所それぞれに役割を確認しながら学校や保護

者のみにやるべきことを課さないよう配慮している。

○従業者評価実施期間 R8年　２月　１　日

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 R8年　２月　１　日

○事業所名 おひさまはうす

○保護者評価実施期間 R8年　２月　１　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


